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本
部
は
、
10
月
8
日
、
東
京
・
林
野
会
館
で
、
全
国
代
表
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
行
な
い
、
一
般
林

政
課
題
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

中
村
委
員
長
は
、
国
会
情
勢
及

び
連
合
の
新
役
員
体
制
に
関
す
る

情
勢
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
鳴
川
書
記
長
よ
り
行

わ
れ
た
、
議
案
提
案
を
踏
ま
え
た

質
疑
応
答
に
入
り
ま
し
た
。

2
0
2
1
人
事
院
勧
告
（
一
時

金
0
・
15
月
分
引
下
げ
）
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、
臨
時
国
会
が

開
か
れ
な
い
た
め
、
改
正
給
与
法

案
の
成
立
時
期
が
見
通
せ
な
い
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
公
務

労
協
で
議
論
中
。
12
月
期
の
一
時

金
支
給
の
基
準
日
ま
で
に
給
与
法

改
正
が
さ
れ
な
い
場
合
、
1
〜
3

月
の
月
例
賃
金
の
減
額
等
の
手
法

が
と
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

た
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
予
算
概
算
要
求
・
組

織
定
員
要
求
に
関
し
て
は
、
森
林

情
報
管
理
官
に
つ
い
て
の
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
情
報
管

理
官
が
振
替
配
置
さ
れ
る
中
、
振

替
前
の
業
務
内
容
は
引
き
続
き
当

該
森
林
情
報
管
理
官
が
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ド
ロ
ー
ン
ほ
か

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
業
務
を
役
職
で
縛
っ

て
行
う
こ
と
に
無
理
が
あ
る
等
の

職
場
の
状
況
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
の
業

務
を
署
全
体
の
問
題
と
し
て
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
同
時
に
振
替
前
業

務
を
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状

と
ど
の
よ
う
に
整
合
さ
せ
る
の
か

と
い
う
点
を
重
視
し
、
当
面
は
、

振
替
前
業
務
を
担
当
し
つ
つ
、
各

地
本
の
状
況
も
踏
ま
え
交
渉
を
進

め
た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

昇
任
・
昇
格
制
度
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
は
、

特
に
3
級
か
ら
4
級
へ
の
昇
格
に

長
期
間
を
要
し
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
、
新
規
採
用
者
も
増
加
し
て

い
る
中
、
将
来
的
に
役
職
に
就
き

た
く
て
も
就
け
な
い
と
い
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

将
来
像
を
含
め
た
当
局
の
考
え
方

を
示
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
は
、
農
林
水
産
省
独
自
の

昇
格
ル
ー
ル
が
敷
か
れ
て
い
る

中
、
林
野
庁
の
職
員
の
年
齢
構
成

等
を
踏
ま
え
た
将
来
像
を
林
野
庁

当
局
に
示
さ
せ
た
上
で
、
林
野
庁

当
局
と
大
臣
官
房
と
の
間
で
議
論

が
な
さ
れ
る
べ
く
、
交
渉
を
進
め

る
と
回
答
し
ま
し
た
。

人
事
評
価
に
関
し
て
は
、「
重

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
項
目
」
に
係
る

評
価
（
※
能
力
評
価
の
全
体
評
価

は
同
項
目
の
評
価
を
上
回
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
、
対

象
者
を
管
理
職
に
限
定
さ
せ
る
方

向
で
交
渉
を
進
め
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

選
考
採
用
関
し
て
は
、
各
局
の

実
態
に
応
じ
、
署
へ
の
配
置
も
あ

り
得
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
交
渉
経
過
を
報
告
し
ま

し
た
。

ま
た
、
選
考
採
用
に
関
連
し
、

森
林
・
林
業
技
師
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
も
、
林
野
庁
を
追
及
し
て

い
き
た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

組
織
態
勢
の
確
立
に
関
し
て
、

①
組
織
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
秋

年
闘
争
の
期
間
に
お
い
て
、
引
き

続
き
新
規
採
用
者
の
組
織
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。
②

今
後
の
組
織
運
営
や
財
政
の
見
通

し
に
係
っ
て
は
、
引
き
続
き
、
地

本
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
部
段

階
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。
③
新

採
労
働
学
校
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
等
か
ら
、
引
き
続

き
、
全
体
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
開
催
時
期
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
等
に
つ
い
て
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。

全
国
代
表
者
会
議
開
催WEBによる各地方からの参加

今今
後後
のの
活活
動動
方方
針針
にに
つつ
いい
てて
、、

認認
識識
をを
統統
一一

第
17
回
全
国
青
年
女
性
委
員
長
会
議
が
、
10
月
2
日
、
東
京
・

林
野
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
の
開
催
と
な
る

中
、
若
手
組
合
員
が
抱
え
る
問
題
点
・
疑
問
点
や
組
織
強
化
に
関

す
る
課
題
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
齋
藤
青
年
女
性
委
員
長

よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
様
々

な
活
動
制
限
に
よ
り
思
う
よ
う
な

活
動
が
で
き
ず
、
特
に
新
役
員
体

制
に
な
っ
て
か
ら
一
度
も
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
は
あ
る

が
、
各
地
本
か
ら
の
報
告
含
め
、

積
極
的
な
議
論
を
交
わ
す
機
会
と

し
た
い
」
と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
中
央
常
任
部
よ
り
、

2
0
2
0
年
度
活
動
総
括（
案
）、

2
0
2
1
年
度
活
動
方
針（
案
）、

2
0
2
0
年
度
決
算
報
告
、
2
0

2
1
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
続
け
て
各
地

本
か
ら
、
1
年
間
の
取
り
組
み
の

経
過
や
、
仲
間
の
生
活
・
職
場
実

態
等
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
要
員
不
足
に
よ
り
、
業
務
に
追

わ
れ
仕
事
優
先
の
職
場
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

・
3
級
ポ
ス
ト
が
空
席
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、

2
級
で
役
職
ポ
ス
ト
に
配
置
さ
れ

た
り
、
一
般
職
員
で
3
級
相
当
の

業
務
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

・
精
神
疾
患
を
抱
え
た
休
暇
中
の

仲
間
が
な
か
な
か
職
場
復
帰
で
き

な
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
集
ま
っ
て
の
集
会
の
開
催
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
各
分
会
に
お
い

て
、
悩
み
や
不
安
、
問
題
点
を
討

論
し
意
見
集
約
を
行
い
な
が
ら
、

実
態
の
共
有
を
図
っ
た
。

・
新
規
採
用
者
の
林
野
労
組
へ
の

加
入
に
向
け
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
作
成
し
取
り
組
ん
で
き
た
。

・
仲
間
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
や

学
習
活
動
を
柱
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
っ
て
話
す

こ
と
が
困
難
な
状
況
も
あ
る
が
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
も
利
用
し
な
が
ら
出
来
る

限
り
仲
間
と
つ
な
が
る
場
を
追
求

し
て
い
る
。

・
新
規
採
用
者
の
組
織
化
に
重
点

を
お
い
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

地
本
常
任
委
員
会
の
開
催
も
困
難

な
状
況
と
な
っ
た
。

・
改
善
し
た
い
実
態
に
対
し
て
、

な
か
な
か
自
分
の
考
え
だ
け
で
は

判
断
で
き
ず
、
組
織
全
体
と
し
て

の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
課
題
。
学
習
や
情
報
伝
達
の

不
足
、
労
働
者
と
し
て
の
多
面
的

な
モ
ノ
の
見
方
を
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

・
仲
間
の
実
態
や
職
場
状
況
に
つ

い
て
、
分
会
か
ら
は
若
い
組
合
員

の
業
務
量
が
多
く
、
賃
金
と
業
務

量
が
合
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宿

舎
を
増
や
し
、
住
居
に
関
す
る
金

銭
的
負
担
を
少
な
く
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
生
活
面
で
の
不
安
も
出

さ
れ
て
い
る
。

・
組
合
活
動
へ
の
疑
問
や
不
満
の

声
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ

た
声
は
、
最
終
的
に
は
組
合
費
は

高
い
と
い
う
主
張
に
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
、
組
合
活
動
が
予
定
ど
お

り
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
や
、
取
り

組
み
の
説
明
を
十
分
に
行
う
こ
と

等
が
出
来
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が

問
題
だ
と
思
う
の
で
、
学
習
会
や

気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
を
考
え

た
い
。

質
疑
・
討
論
を
踏
ま
え
、
齋
藤

委
員
長
に
よ
る
全
体
集
約
が
行
わ

れ
た
後
、
全
議
案
及
び
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
は
、
田
中
新
委
員
長
に
よ

る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

本
大
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
新
体
制
に
つ
い
て
は

「
役
員
体
制
表
」の
と
お
り
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
大
き
か
っ
た
一
年

実
態
共
有
し
運
動
の
前
進
へ

WEBでの対面となった青女委員長会議

本部からの答弁

全 国 青 女
委員長会議

役
員
体
制
表

【
青
年
女
性
委
員
長
】

田
中
大
聖
（
東
北
）

【
副
委
員
長
】

大
嶋
一
樹
（
中
部
）

松
林
玄
悟
（
本
庁
）

【
事
務
局
長
】

江
島
健
人
（
四
国
）

【
常
任
委
員
】

米
田
耕
真
（
関
東
）

的
場
弥
輝
（
北
海
道
）

山
名
優
紀
（
近
畿
中
国
）

平
生
貴
成
（
九
州
）

9
月
3
日
、
菅
義
偉
前
首
相
が

自
民
党
総
裁
選
に
立
候
補
し
な
い

意
向
を
表
明
し
た
。
突
然
の
首
相

辞
意
、
退
陣
表
明
に
、
永
田
町
界

隈
は
覇
権
の
争
奪
に
向
け
一
気
に

慌
た
だ
し
く
な
っ
た
。
総
裁
選
は

政
党
内
部
の
手
続
き
に
す
ぎ
な
い

が
、
現
在
、
第
一
党
で
あ
る
政
党

の
党
首
選
び
で
も
あ
り
、
次
の
首

相
候
補
を
決
め
る
選
挙
で
も
あ
る

▼
菅
前
首
相
は
、
12
年
の
第
二
次

安
倍
内
閣
発
足
当
初
か
ら
官
房
長

官
に
就
任
。
体
調
不
良
で
辞
任
し

た
安
倍
元
首
相
の
後
継
と
し
て
安

倍
政
権
を
継
承
し
た
に
過
ぎ
な

い
。
安
倍
・
菅
政
治
が
、
実
質
的

に
国
権
の
最
高
機
関
、
唯
一
の
立

法
府
で
あ
る
国
会
を
軽
視
し
て
き

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
▼

菅
氏
が
官
房
長
官
時
代
に
強
行
成

立
さ
せ
た
安
全
保
障
関
連
法
は
、

歴
代
内
閣
が
「
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
」
は
違
憲
と
す
る
憲
法
解
釈

を
、
国
会
や
世
論
の
反
対
を
押
し

切
り
一
内
閣
の
判
断
で
変
更
し

た
。
ま
た
、
内
閣
人
事
局
を
通
じ

て
官
邸
が
官
僚
機
構
に
関
与
す
る

よ
う
に
な
り
、
政
権
に
対
す
る
官

僚
の
忖
度
が
横
行
し
た
▼
9
月
29

日
の
自
民
党
総
裁
選
で
は
、
岸
田

文
雄
前
政
調
会
長
が
新
総
裁
と
な

岸
田
内
閣
が
誕
生
。
そ
し
て
、
第

49
回
衆
議
院
選
挙
を
経
て
、
11
月

10
日
に
第
二
次
岸
田
内
閣
を
発
足

さ
せ
た
。
ま
た
、
自
民
党
細
田
派

は
、
衆
院
議
長
に
就
い
た
細
田
博

之
氏
の
後
任
の
会
長
に
安
倍
晋
三

元
首
相
の
就
任
を
決
定
し
た
。
昨

年
の
安
倍
か
ら
菅
へ
の
交
代
劇
の

時
か
ら
描
か
れ
て
い
た
構
図
が
仕

上
げ
ら
れ
た
気
が
す
る
。

（
ｉ
ｎ
ｏ
ｓ
ｏ
）
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課
題
前
進
に
向
け
運
動方

針
を
確
認

北海道
地 本

向
こ
う
1
年
間
の
闘
う方

針
を
確
立

関東地本

組
織
の
総
力
で
課
題
の
前
進
を

組
織
体
制
の
確
立
に
向
け
て
頑
張
る

東北地本

各
地
本
で
行
わ
れ
た
定
期
大
会
の
様
子
を
、
リ
レ
ー
形
式
で
お

伝
え
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
各
地
本
を
掲

載
し
ま
す
。

【
北
海
道
地
本

中
村
通
信
員
】

北
海
道
地
本
で
は
、
7
月
17
日

に
第
17
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
各
支
部
・
分
会
か
ら
代
議

員
等
59
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
兼
子
地
本
委
員
長
か
ら

『
樹
木
採
取
区
に
つ
い
て
は
、
道

内
3
署
、
全
国
10
箇
所
が
公
表
さ

れ
た
。
こ
の
間
、
規
制
改
革
の
名

の
下
に
政
府
の
成
長
戦
略
会
議
が

設
置
さ
れ
、
樹
木
採
取
権
制
度
に

つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
狙
い
は
何
な
の
か
な
ど
、

組
合
員
み
ん
な
で
問
題
を
共
有

し
、
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
北
海
道
地
本
の
組
織
率

が
80
％
を
切
る
状
況
や
新
規
採
用

者
が
組
合
加
入
し
な
い
状
況
に
対

し
て
危
機
感
。
課
題
の
共
有
を
図

る
た
め
に
は
組
合
員
と
話
を
す

る
、
情
報
を
的
確
に
伝
達
す
る
こ

と
が
必
要
。
同
時
に
当
局
に
対
し

て
も
組
合
の
考
え
方
を
的
確
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
。「
一
朝
一
夕

に
い
か
な
い
」
こ
と
は
逆
に
継
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

皆
さ
ん
と
も
に
、
少
し
で
も
爪

痕
が
残
る
運
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。』
と
、
挨
拶
し
ま
し
た
。

分
会
・
支
部
か
ら
の

主
な
意
見

要
員
関
連
課
題

・
一
般
職
員
が
役
付
き
ポ
ス
ト
と

同
様
の
業
務
を
担
わ
さ
れ
て
い

る
。
早
急
に
空
き
ポ
ス
ト
の
解
消

等
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。
ま

た
、
当
局
責
任
に
お
い
て
仕
事
に

対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
や
業
務
運
営
に

係
る
予
算
確
保
を
さ
せ
る
べ
き
。

・
昇
給
や
任
用
時
期
を
早
め
る
等

の
交
渉
を
強
め
て
求
め
て
も
ら
い

た
い
。

非
常
勤
・
現
場
実
行
体
制

の
確
保

・
職
場
は
非
常
勤
職
員

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
。

・
非
常
勤
予
算
が
少
な

く
、
各
非
常
勤
職
員
の

勤
務
時
間
を
短
く
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
期
末
勤

勉
手
当
の
支
給
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
現
状
に

あ
り
、
賃
上
げ
・
処
遇

改
善
に
合
わ
せ
た
措
置

が
必
要
。

樹
木
採
取
権
制
度
の
運
用

・
7
月
に
採
取
区
指
定
等
の
公
告

縦
覧
や
、
来
年
1
月
に
樹
木
採
取

権
者
を
決
定
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
あ
る
。
国
有
林
の
存
続
に
も
関

わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
成
長
戦
略

会
議
の
動
き
な
ど
含
め
て
、
緊
密

な
情
報
共
有
を
。

・
現
場
か
ら
は
、
山
に
木
が
な
い

中
、
山
荒
ら
し
に
つ
な
が
る
恐
れ

へ
の
懸
念
の
声
が
出
さ
れ
て
い

る
。林

道
等
の
維
持
・
修
繕

・
2
0
1
6
年
度
の
台
風
に
よ
る

林
道
被
害
で
さ
え
、
未
だ
復
旧
さ

れ
ず
多
く
残
さ
れ
て
い
る
現
状
。

国
有
林
の
管
理
経
営
に
は
路
網
整

備
は
必
須
で
あ
り
、
林
道
・
作
業

道
等
の
路
網
修
繕
に
必
要
な
予
算

配
置
が
必
要
。

組
織
体
制
の
強
化

・
組
織
態
勢
の
確
立
は
、
喫
緊
の

課
題
。
新
採
対
策
等
も
苦
慮
。
青

年
女
性
委
員
会
に
お
い
て
も
役
員

議
論
が
主
体
と
な
り
、
ど
う
サ
ポ

ー
ト
す
る
の
か
等
課
題
が
多
い
。

・
具
体
的
な
提
起
に
基
づ
く
取
り

組
み
が
必
要
。

地
本
見
解

空
席
ポ
ス
ト
解
消
に
向
け
て

は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
実
態
追
及

し
て
い
る
が
、
当
局
は
「
級
別
定

数
、
給
与
予
算
が
厳
格
に
管
理
さ

れ
る
中
、
比
較
的
若
年
層
の
職
員

が
多
い
年
齢
構
成
の
た
め
、
3
級

ポ
ス
ト
を
流
用
し
て
一
般
職
員
を

配
置
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
」
と
従
来
ど
お
り
の
回
答
。
引

き
続
き
任
用
の
前
倒
し
、
昇
任
・

昇
級
の
要
件
緩
和
、
新
規
採
用
拡

大
等
に
取
り
組
む
。

非
常
勤
職
員
及
び
期
間
業
務
職

員
の
予
算
不
足
か
ら
、
労
働
条
件

の
低
下
を
招
き
、
雇
用
規
模
の
縮

小
に
よ
り
職
員
へ
し
わ
寄
せ
が
来

て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
当

局
に
対
し
て
追
及
し
て
き
た
。

今
後
も
、
必
要
な
非
常
勤
職
員

予
算
の
確
保
を
求
め
て
い
く
。

職
場
存
続
の
問
題
も
孕
ん
で
い

る
と
の
認
識
の
下
、
採
取
期
間
や

ロ
ッ
ト
縮
小
等
の
国
会
対
策
を
進

め
て
き
た
。
該
当
分
会
と
も
連
携

し
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

当
局
は
、
す
べ
て
の
路
線
の
修

繕
は
考
え
て
お
ら
ず
、
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
は
埋
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

必
要
予
算
の
拡
充
・
確
保
を
求
め

る
と
と
も
に
、
支
部
別
書
記
長
会

議
等
で
地
域
実
情
を
確
認
し
て
い

き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
家
育
成
学

習
会
も
開
催
で
き
ず
に
き
た
こ
と

は
反
省
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
有
効
活
用
を

含
め
、
活
動
の
見
え
る
化
、
情
報

共
有
の
迅
速
化
、
青
年
女
性
の
サ

ポ
ー
ト
等
、
組
織
態
勢
の
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
や
議
論
を
行

う
。

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
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大会に臨む分会代議員等（北海道）

【
関
東
地
本

川
野
通
信
員
】

関
東
地
本
は
、
7
月
10
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し
て

い
る
影
響
を
踏
ま
え
、
第
17
回

関
東
地
本
定
期
大
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
藤
田
委
員
長
は
、『
こ

の
一
年
間
、
昨
年
の
大
会
方
針
に

基
づ
き
運
動
を
展
開
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。
組

合
員
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
の
中
、
様
々
な
取

組
を
進
め
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
対
策
に

「
慣
れ
」
が
生
じ
て
き
て
い
る
と

も
感
じ
て
い
る
。
労
働
運
動
も
同

様
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
交
渉
を
継

続
し
て
き
た
一
人
入
山
排
除
や
各

種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い

て
、
今
一
度
意
思
統
一
し
、
対
策

を
強
化
・
継
続
し
て
い
た
だ
き
た

い
。新

規
採
用
者
の
組
織
化
に
つ
い

て
は
、
分
会
に
お
い
て
丁
寧
な
世

話
役
活
動
を
継
続
す
る
な
ど
、
全

体
で
22
名
中
19
名
が
組
合
員
と
な

っ
て
い
る
。
早
期
の
全
員
加
入
、

そ
の
他
未
加
入
者
へ
の
取
組
の
意

思
統
一
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

各
分
会
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
状

況
の
報
告
も
受
け
つ
つ
、
向
こ
う

1
年
間
の
運
動
方
針
が
確
立
で
き

る
よ
う
活
発
な
議
論
を
要
請
す

る
。』
と
述
べ
ま
し
た
。

分
会
・
支
部
か
ら
の

主
な
意
見

国
有
林
野
事
業
の
推
進
等

・
空
き
ポ
ス
ト
に
よ
り
職
員
に
し

わ
寄
せ
が
来
て
い
る
た
め
早
期
の

解
消
を
。

・
不
祥
事
に
伴
い
牽
制
機
能
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
監
督
職
員
が

ゆ
と
り
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
環

境
が
必
要
。

・
一
般
職
員
が
係
長
ク
ラ
ス
の
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
管
理
者
に
適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
と
要
員
配
置
を
求

め
て
い
る
。

・
現
場
系
、
事
務
系
非
常
勤
職
員

と
期
間
業
務
職
員
の
予
算
確
保
に

向
け
た
交
渉
の
強
化
を
。

・
現
場
系
非
常
勤
職
員
の
高
齢
化

で
作
業
配
置
に
苦
慮
し
て
い
る
。

・
規
程
の
改
正
が
速
く
、
事
務
処

理
の
繁
雑
化
が
進
ん
で
い
る
。

・
超
勤
に
つ
い
て
、
適
切
な
勤
務

時
間
管
理
と
併
せ
て
、
当
局
が
各

職
員
の
業
務
内
容
を
把
握
し
適
切

に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
庁
舎
移
転
に
つ
い
て
、
財
務
省

の
職
権
で
一
方
的
な
整
理
を
さ
れ

た
。
移
転
に
向
け
て
は
分
会
で
も

議
論
で
き
る
よ
う
な
対
応
を
。

・
宿
舎
の
不
足
や
老
朽
化
に
対
し

抜
本
的
な
改
善
を
。

生
活
を
守
る
闘
い
等

・
住
居
手
当
は
駐
車
場
代
も
含
め

た
算
定
に
改
善
を
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
悩
み
な
が
ら
出
勤

削
減
に
対
応
し
て
い
る
状
況
。

・
組
合
費
が
高
く
生
活
が
苦
し
い

と
の
意
見
が
あ
る
。

地
本
見
解

・
ポ
ス
ト
ギ
ャ
ッ
プ
が
避
け
難
い

現
状
に
お
い
て
、
何
が
で
き
る
か

当
局
に
考
え
を
示
さ
せ
る
。

・
非
常
勤
等
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
取
り
組
み
を
継
続
す

る
。

・
再
任
用
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

は
、
改
善
に
向
け
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

・
監
督
職
員
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て

対
応
で
き
る
環
境
は
重
要
。
当
局

に
改
善
を
求
め
て
い
く
。

・
超
勤
に
つ
い
て
、
職
員
の
業
務

実
態
を
当
局
に
し
っ
か
り
把
握
さ

せ
、
業
務
改
善
な
ど
も
含
め
指
導

さ
せ
る
よ
う
取
り
組
む
。

・
財
務
省
の
職
権
に
よ
り
一
方
的

な
庁
舎
移
転
が
決
定
し
た
流
れ
は

遺
憾
。
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
分
会
要
望
を
踏
ま
え
た
実

施
と
な
る
よ
う
交
渉
を
行
う
。

・
宿
舎
の
老
朽
化
対
策
、
必
要
戸

数
の
確
保
に
向
け
て
は
財
務
省
に

要
望
す
る
時
期
を
失
し
な
い
よ
う

求
め
て
い
く
。

・
組
合
費
に
つ
い
て
は
、
地
本
専

従
の
あ
り
方
と
一
体
的
な
組
織
討

論
と
な
る
よ
う
本
部
に
求
め
て
い

く
。

・
地
本
と
し
て
も
ブ
ロ
ッ
ク
や
分

会
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
が
、
今

回
の
地
本
大
会
を
機
に
是
非
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
て
の
体
制
を
立
て
直

し
、
運
動
の
強
化
を
お
願
い
す

る
。

執行部による団結ガンバロー（関東）

【
東
北
地
本

古
村
通
信
員
】

7
月
16
日
に
秋
田
市
・「
秋
田

ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
代
議
員
・

傍
聴
・
来
賓
な
ど
約
40
名
が
出
席

し
て
、
林
野
労
組
東
北
地
本
第
17

回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
に
あ
た
り
藤
嶋
副
委
員
長

か
ら
「
限
ら
れ
た
日
程
で
は
あ
る

が
活
発
な
議
論
を
お
願
い
す
る
」

と
挨
拶
が
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
会

議
長
に
小
野
徹
代
議
員
（
仙
台
分

会
）
を
選
出
し
、
議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

櫻
田
執
行
委
員
長
の
挨
拶
を
受

け
、
来
賓
の
伊
藤
中
央
執
行
委
員

か
ら
は
、
①
国
有
林
事

業
の
推
進
、
②
組
織
態

勢
の
強
化
等
に
つ
い
て

の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し

た
。林

野
労
組
特
別
組
織

内
議
員
の
石
田
寛
秋
田

県
議
会
議
員
か
ら
は
、

①
来
た
る
衆
議
院
選
挙

等
に
つ
い
て
、
②
林
活

議
連
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
挨
拶
が
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
齊
藤
執
行
委
員
か

ら
、
大
会
に
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
が
さ
れ
ま
し

た
。報

告
の
部
は
、
事
務
報
告
・
2

0
2
0
年
度
会
計
決
算
報
告
・
会

計
監
査
報
告
、
統
制
委
員
会
報
告

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
部
は
、
第
一
号
議
案
の

規
約
・
規
定
等
の
承
認
が
行
わ
れ

た
後
、
第
二
号
議
案
2
0
2
0
年

度
闘
い
の
経
過
と
2
0
2
1
運
動

方
針
（
案
）
及
び
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
案
）、
第
三
号
議
案
2
0
2
1

年
度
財
政
方
針（
案
）と
統
括
会
計

予
算（
案
）の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
質
疑
討
論
で
は
、
①
人
事
異

動
、
若
手
職
員
の
実
態
、
②
非
常

勤
職
員
の
予
算
問
題
、
③
超
過
勤

務
縮
減
対
応
、
④
労
金
利
用
に
つ

い
て
、
各
分
会
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
女
性
委
員

会
か
ら
は
、
こ
の
一
年
間
の
取
り

組
み
と
課
題
の
報
告
を
は
じ
め
、

分
会
か
ら
の
青
年
女
性
委
員
会
活

動
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
傍
聴
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

出
さ
れ
た
発
言
に
対
し
地
本
か

ら
、
①
課
題
解
決
に
向
け
て
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
②

本
大
会
で
出
さ
れ
た
意
見
等
を
踏

ま
え
全
国
大
会
に
臨
ん
で
い
く
こ

と
の
答
弁
が
さ
れ
、
議
案
は
全
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
役
員
選
考
委
員
会
か
ら
の

報
告
を
受
け
た
後
、
立
候
補
し
た

一
人
ひ
と
り
か
ら
決
意
が
述
べ
ら

れ
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。新

旧
役
員
挨
拶
で
は
、
櫻
田
前

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
退
任
す
る

役
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
挨
拶
を
受

け
、
続
い
て
、
新
役
員
を
代
表
し

て
髙
橋
新
執
行
委
員
長
か
ら
「
東

北
地
本
の
組
織
態
勢
の
確
立
に
向

け
て
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
る
」
と

決
意
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
宣
言
を
採
択
し

て
議
事
を
締
め
括
っ
た
後
、
髙
橋

新
執
行
委
員
長
の
「
団
結
が
ん
ば

ろ
う
」
三
唱
で
大
会
が
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

東北地本定期大会
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